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枯 葉 蛾
一 種 （lasiocampa　quercus）の

二 重 交 尾 及 び 二 重 産 卵

■

　PIσTET ，　A ・（1931 ）： Reche コ
・
ches 　exp6 ，rimentales 　sur 　la　double　a〔x：oupiement 　et　la　double

ponte 　de　Lfisioca−tnpa 　querct−s　et　sur
・les　co ；ユs6quens 　96n6tiquas　qui　en 　r6sultent ．　Rev ．　Suisse

Zool，38，（27）P．443．

　正常な場 合處女雌 に 童 貞雄 を近 づ け る と雄は先 づ 雌の 左 側 に來 て交 尾 し，
10℃ で は 24時

間位夫が 績 くと分離 す る。20 分ばか りして 雄 は 今度 は雌 の 右 側 に 來 て 交尾 す る。 こ の 方 法

は色 々 な地 方亜 種間の 交雜で も同樣 で あ る。交尾後雌は 2 時間位續 けて産卵す る。夫か ら ユ

ー−3 日位 た つ て再び塵卵 し出す。卵群が L
）

別 され て 居 る の で 後か らで も 2 度紀 産卵 した事が

剽然 と解る（二 重交尾 は 野外 で も實驗室で も同樣 ）。

　處女雌 は 羽化後 5− 12 時 聞位 で 産 卵 し出す（皀卩ち交尾無 しで は 産卵 まで に時間が か か る ）。

　片側 の み よ りの 交尾と ＝ 妻一夫の 實驗 ： 表 の 如 く ♀ 5
，
6 及 び 8 は ♂ 5，6， 及 び 8 と

夫 々 第 1 囘の 交尾 （皀口ち雄 が雌 の 左 側 よ りす る もの ）を した後直 ちに雄 を取 り除 V ・ て 見た。

し か る に 2 囘續け て 交 尾 した雌が す ぐ産卵 ttす る の に 反 し是等雌 は 5−6 日位 た 」ぬ と産卵

を開始 し得 なV・。夫等の 卵は皆 受精 した故 ，右方か ら交 Edを しな くとも受精 に は差 つ か へ が
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無い の で ある。そこ で右方か らの 交尾が産卵 へ の 刺戟となる もの で あ ら うと 云 ふ 考か ら 96

を受精 させた S6 を處女 ♀7 に 近 づ け て 見た。 ♂6 は 直ち に 97 の 右方 か ら交尾 した。全 く

同樣な實驗を ♂8 と 拿9 に 試み ， 結果 も全 く同で あつ た 。 97 及び 9 は 直ち に 産 卵 したが

夫等の 卵は受精 して居 ない。

　二 夫一妻の 實驗 ： まつ 處女 9　IO と童貞 a　IO と を交尾 させ る と，例 の 如 く左側か らの

交尾 で あ る。交尾後 ♂10 を分離 して 置 くと 5 日位 たつ て か ら産卵 し出す。58 個の 卵を放

出して こ の 産卵が終 つ た。その 時童貞 S11 を入れ て や る に，先づ雌の 左側か ら交 尾 しや う

と した が 躊躇 し，つ ひ に右側 に 廻 つ て 交尾 した。交尾繼續 15 分間程」 一度分離 し數分 して

もう一度右側か ら交尾 した 。 交 尾が絡 るや ， 直 ち に 15 個の 受 精卵を生 ん で ，2 時間体 み ，

徇ほ 55 個の 受精 せ ぬ 卵を放出 した。

　こ こ に 雄 の 交 尾本能 の 逆轉が あ つ た 譯で あ る 。

　第 1 卵群 58 個は 舎11 と交尾 す る前 に産 まれ たか ら確 に ♂10 を父 とす る。

　第 2 卵群 の 150個 は 舎10 を父 とす るか ♂11 を父 とするかわか らな い 、是 を判 然と すべ

く第 IO9 及び 第 10♂ に は 基 本亜種 guercus （遺傳的 tc劣性 で qq で 表 す）を用 ひ ，第 1］

♂ に は 亜 毬 αIPima （優性で QQ と す る 〉を用 ひ た。若 し Sle を父 とすれば F1 は qq で

querclas型 で あ り， ♂11 を父 とすれば F、 は Qq で f‘’碑 島 型 とな る。併 し著 者 の 材料は 不

良で あつ た爲結果を得 て 居ない 。

　 その 猷點 をお ぎなふ べ く鱗 】的研究 が なされた。雌 の 生殖孔 は 2 あつ て

　 1） 】
’
orifice 　vaginal 膣孑L＝ 交 尾専用。

　2）　1’

orifiee 　de　ponte 産卵孔 ＝産卵に 用ひ られ．る。

　（抄者 註 ： 膣孔 は等脹類又は昔蛾類 ｝Ionコoneura 及び下等異胝類 HeterOnetu ．
a．で は ）」　［」孔

と して 開か ない 。） 膣孔 に糖蟲 群 を受 けて 一時交尾嚢 p  he　copulatrice に 貯 へ ，精蟲 は紬管

に ょ り盲嚢 r醸 ptade 　s6mh 】al 貯精嚢 に移行 し， 卵巣か ら産 卵孔 Ic向ふ 卵 と合する の で あ る．

此種類で は膣孔は 左に産卵孔は右に位 するか ら ， 左か らの 交尾は膣孔 を用ひ ， 右か らの夫は

産 卵孔 を片1ひ る と考 へ られる。右か らは未だ交尾 しない雌 の 産卵孔で 交尾 する時 ， そ こ の 筋

肉は交 尾 e よ D刺戟せ られ ， 産卵を促 す もの で あ ら う。

　最後の 實驗 の 場 合 ♂10 に よ り受精 された 卵の 排出を ♂11 が産卵孔 よ りの 交尾 に よ り刺

戟 して 促進 した もの と考 へ られ る。

是 を要約する に
，
Lasiocampa　gi4erctssは第 1 囘 に 雌 の 左方よ り雄が 交尾 して 卵を受精せ し

め ，第 2 囘 に 右 方よ り交尾 して 産卵を促進 させ る もの で あ る。　　　　　　 （古川晴男 ）
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